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ま え が き
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主し まで先生、純計学を専攻ごれましすこ背景というか、

理由朴丁；いなものがあつよしτ二ら。

宗蘇私バ学稼に残るヒごに、競言プ学を研充課題にする
というa）て“はながつ†二わけなんです。表書済原諸r、全話吏諭

一別に私は葎帝哲学を希望してい†・が．一を専攻する

ことで文正9手9月に学校に残ることが正式に内定した
のでしrl。前から残フてみら札fl．永田伸也い稜計学を

兼担する予定にびつていすこバ、ブこよ†こま天正／0年1月に

疋麦ぐれす二ので、欠字の方から「君は数学に興味き特フ

・ておるよう†こがら続計学をや牝」 といわれ。、そこで’秩計

学専攻に来まつち、やったわけなんて“す。

 私の掌圭全考最後のヰ、大正9年の夏休みに私バタ即里

の西条に帰、て・いたい、同郷里舳身者⑦横⊥稚打
んヵぐ日本で初ので実施すれる国勢調査についての講演を

する↑二めに西条に未弓れましτこ。つま！ノ、わバ国で初句

て天正9年の／0月！日に国勢調査がある勿で、地方遮託

にボれいで礼それで・私の火もそ勿禎〃ん．をよ
く知フてい↑1もんドがら、それではひとフ話を卵に行

けと一まド税討を専攻するとけ決まフてないんだけと“

一そこへ何って国勢調査という毛のは二ういうもんτご’

という・よゲよことを’聞いτ二。それと、横ムくんは隣軍尺

学の教授で、まあそういう二とで一’’’．’。

辻  統計勿放従ですヵ・。

宋藤 うん、蔭軍文学の。後に剛学校に残1スがザ
種ムごんに釈意を表しに降車欠字の研究室を訪ねず二こと

ヵぐあ／1ましに．そこで“直接に親しく雑談と交之びバうい

ろんな二とを郎ま’しτ1。まあ、以前開いす1国勢調査の
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話一を思い／台＼わセて、太しτこもんビなど、望・フたんです。

 あのぺ一横ムさんは立身元世の人ですが、像に杉博
士の耗計学棟め後を引ご受けて徒訂掌杜の副ネ上長、後に

社長となフて「又タチ又手クス誌・・後に攻、名しτ1「競討

掌雑誌・を長キにわプこフてノ発行していτこのです。尺正／4

手、社長柳沢伯のと“耗計学社創立幼年記念の一専業と
して、明清／0年までに虫吟反ぐれプこ文廟丈を集めて公刊し†こ

のていす。私も貝、写和・16年1こばこパ掌社の評議委員に椎葛き

れましtこ。横ムポんはネ多博士の一の弟子というのですが

ら、日本耗計学の開祖本ラ博士の生前におけるヨー口・1パ

の赦訂学説の翻訳その他によって、草創時イで灯まめ争

情・もよ＜わがるうのと孝之て、 いろいろみ尋ねし↑こので

す。

 ヒころガ、直捧にはあまリ相かい話はでさないんで∴
埠軍た学n珂究室へ1ゴフア1とこうが、二こい。研究室と

重フてτ1くこん⑦人があ・る中で、暗いような却屋一におら

ピこんです。

 でつ、→1宿に親切に長時間にわアllて全1でく㍑1
τこのゼ、まあ一層興味を深ハτこですヵぐ。

 それで、話を変之。ますが、杉さん、横ムさんの系走計学

社反びもとの、綻計学衣の記棟などによって、ある程度横

ムさんの古い文献を見る二とが一でごτ1んで’すバ、まアごそ

の当時は直捧11は会1ていなが・τ1々ですけ札ビ毛・後
に耗計学星やるようにびフてから一まブこ東末に行フ†こリし

すことこに、杉さんのあ・株ごんに打こるあ1嫉さんの嫁入一 ﾂ

守れたところが、 ちょうど弘め孝が東大生であフて下宿

してあ1るただっフニんで“す、 て“、 そこ勿家へ行フ七・ そし

丁二こフ、前々がらわからないで国フてお・る文献が朱に残フ
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ている、それ弓の書類バ相当τこく†んあフ丁こんτこけと’、

複ムぐんがた部分符ワていフちゃつ†こんτご、残フている

めバあるバこれバわからぬ、これは．何というの丁ごろうか

Z〈とつ、というのバ毛筆書ざめ日本のヂ紙に書いrこ毛！）

べ†ごいJごあフτこス）です。 しまい1・こは分けて一毛 らいよしτ（

が。それバ「も」という宇と羅秒の「羅」一ザ毛羅」、

それに施いて杉さんの造語の「抄村紋・φ文字ガ書いて

あるん。です。 でも、㌣れもわからぬわけですな。「これけ

「亡ラ1レ又9チ又チソフ（五徳徒言†）」というので“すよJ

といフ丁二。「そんなもん、私の方にあフて屯しようバない

っ・ら差し上げま：す」 といわれτこバ、「いや、そ札はもらフ

τこんゼ．ヤい力・ぬ・、というので、何がしかめあ1礼をして持

フて帰ってラτこ。 とこうが’、 これがいま手元にあればち

ょうど符1て．くればいいんですバ、郷里φオに送って土

，蔵に入れとフたものドから、青。毛のがわからぬように

なっプこのと一精にね、ど’うも紛失しtこらしいんですよ、

杉丁んのぞれバあれば、ひとつ何ピカ・書いてみ丁こいと思

っτこんです。そのうちにもう者けぬいにい†1ですバ
ね。

 穴正／0年3月に卒業して年月に学I杖に残フ†二わけです

が、てれから流計学けるという二とになつ仁。ちょ．う

ビ私バ学生時代ヵ・う非常に好きて“あフすご左右田喜一郎博

士は相田イ恵三博士の茅チて“すバ、彼の一挿ラめ教授でさご

に西玖に／0年間舌留学して葎済哲学の諭丈を発表し、そ

れをまと々）られτこ著書「葎済哲学の諸門題・（大正？年3

片辰）を耽読しプ；ことヵぐあフたんですバ、その崎代の周期

といいの、特に認識剤こ対して学生のとラから、ハ
に残ってからも肝完意依乞狩フてそ㍑説けげけ碑
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味バあフ丁二が、葎青哲学の講義ぼまブ1’間諜亨れていびい

んです。 †’つ と後に恒藤考≒先生ガやられrこので’T。

 だ’から私は非情にあこガ札て、卒業論文として「葎清

価、値清一程済管学め立場パ1・というれ定公しTlわ
けです。そのとごから興味乏符フて†こうので’、但藤・先生

ヵぐ手入が’イ色で発表し†こ誘r文 六よどを見られて、 、私がそういう

再ワ木を特フて る （と之ブかれて 、学生め とぐ に一これ

は前に／度いフτ1ニヒがあうんだが’、法学会尺会で研．完

報告セ1学生と先生とで、発表するならわしにげ、マい†二ん

でT。ち一ど松ヵ／穴学の学部の2・年のと亨に、夏前の

広学会末会1“研究釈幻「限界初岬学就の確立・という
題目て“行フτこ二とがあるんです。 その報告を開いてあ・シ

れτ1もの丁ゴかザ後にちいと御所へ敢孝しようと、そ
れでフいていっτ二んで“丁も「どうて∴ 学校へ成る意思／まブよ

い力・、ヒに力・く諭．丈の原稿瓦見せびいか・という二とバ

ありよしrl。そんなヒこ乏細かくいうと、全く個人的に

†ポ1よすダら窄亨ます。

 †よせ、いいうこヒに興未芝符フすこがをまず中し上げ

ますと、当時ω風潮としてハ哲学一ことに認識論バ重
視寸札τこヒ ざτごけに、 私も そ れ（こ一興シ米を持。 てま しで（ん

です。ことに新カント舳哲学、私ど毛が学生のとプに
は新カント派というのが、非帯に流行一し↑・。H・・Rr・k・κ、

それφ・う〃・〃1n6eル舳一、二ういラ人たちη新カント派

一画南ドイツ学派ともいフてますバーそれに私は非
常に興味を粁フてい†二んです、そ匂うちでリンケ1レトヒ

ー緒にウ｛イ ンデルバントのとこうで研究すれτこ在ノ台田さ

んバ新カント水の立場からいういうあ1書きにすよって一
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「貨1幣とイ面イ庄J「絃肴法則の京翁理的法具■」」などいろいうあ

りますバーそれに私は非常に興味とヂ手1て、文・1し粁掌

ヒ自仰学い問麿を取っ上け“l1新カン！μいに対
して、一応左一右田ばつにのぼせちでっτ二んで↑。で、左

、仁田管学という毛めにこフて、これは禄瑞林表れすれ

ば諭理主義て“すね、 すべて言育理的によとまらぬヒ意味バ

ll、いと。二の学派はい｛る文κ科学、K・1加州・・叶

SCh久牝左非常に紙嗣しτ二もんです。 その糸耗にあニカ仏、

かっ圧右四こんわくリ、ソケ／レトをネ目半にして、丈にネ子学と

自悲科事の問庫について請文など書φ・れたけ学生のと
ごヵ・ら興味をチ手ってのゼいていてこもん・ですヵ・ら、．房己げて

いろいう苑ん・ドわけゼT。

 にで、い紅ザとε考えれば、日本ρ湘界に
お・いて臼悠科学と文化料学、こと・に歴史村学で↑ね、そ

れバ非常に大功だという二とに1よ1て、何で毛一白水希学

的に考汁／ク世把からザ微伸掌を碁孝的に実1込ん
に時代丁ごプすこわけです．左右田才んにそういうよ㍉にあ

こ力ぐ札ていllん1ごけれビも、どハ何1・私も施んでるう

引こひフかかつバあっす1んブごカぐ、と毛かく左右田ばつに

いろいろ書二うヒいうめて＾2，3書いて1、ので’すバ、但藤

先生が  それけ私が’残ってア；後に一一一よく私の下宿に

来られて、先生が論文考かれるとラには「自ヶで書く内
容をご二で。発表するから、そ1れに対して反、訳せよ、 二と

に．た右田ば／1でひとっ反駁せい」、と。但藤先生は実二社粛

的な方で、9r舳・1などの問愚11関して請文発表乏して
お・られ11先生ズすバ、私が学校に残フてがらのことです

が、先生め所見について左右田ばつでひヒワ艮、啄せいヒ

いわれ、あるとぐには毛う長い時岡をかけて話し冷っ仁
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とさもあリましtこ。㍍どこに禅問答みブ1いなごヒき恒
薩先・生■よヤられrこ。窓（外とフ・ンと見て、「あすこ’¢木一っ

喋がどれも旅でごが。一2滴にあ・1τこんですが一「ビ
れも杯ドが、 なぜこちらの澗葦移ナのあの案はああいプ庸く

とああいう形甘んτご’、あフちの稼のナγめ葉め細いめは、

あ札（よどういうわけ丁∴ 二札を友右田請理で証哨せい・

といわれて、しばら（孝之丁こんですが仏、蒼之られんか

つプ1灯すよ。そめい私を毛生ガ城めて「庄右旧諭理

に人フブこg氷人に抜けられぬよ、諭理の帰着占、を並木’T

るというパは、す㌧、とどこまで行1て毛抜けられぬから、

それを夜げるいは研㍍し．ろ・と、そういうよう18こ

とバあ∫！ましてね。よ＾、それ火後私は、どちらかとい

いよすと実二社卸ラなものバ中心1こナよってしよフ丁こ。で’竜、

やフげリ蒲現住といれ～まどうしてう私は主要写もの
†ごと孝之す（。

 ㍑問愚⑦諭理と自然科学ぺう18問愚とに一請1理
学ヒ数学、㍍1・ら今度は自太科学と文化秤1字という問

題に失フ込んでいくとご一に、私バ白／ザ川で持に問題に

していポこいと思∴τこのが、庄、右’田博士が「定命請的解

釈・として片ブけらい・「大敵．の広則・に対ずる所見に

疑加持㌣そパ綱を兜哨しllllと、賢い、後に放計学
の重要課恩に取り上げていこうと思い1章に二ういう閃

愚の科学的根処というよつ毛、法則杜という老巧の根拠

を追れ†1いというのバ弘め念願でし†1。

 そφどこに狩に私バーいまτゴ十興味を持っ丁二毛のは、

寸フきのいうた右田さんの哲学、いわゆるりツケ1レトの

哲学、二とに「認栽の対象・なビであつます。その問遺
の何か書かれたものがある．といいんて“すバー…・・θそのた
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めにリッケ1レ←とヴィ／デ1レノぐソトの両者、リッケ1レト

にとってはウソンテルハごソトは、 これは先生一ぢんで’すθ

で、 リ、シケ1レトと左右田さんはヴ’インデ1レバントの弟チ

†よん。です。げれどもリッケレトに非1串にあ・せ話になって、

ノ生右田さんはザソケ1レトφ理解者であ・たと。

 ㌃ゴが、彼に左右田さんがりツケ1レ1・に反対する。それ

で、ぞ（間ノ羅がヴ’インデ㍉レハ’／トが自然法則的ナよもめと

いうれ非常に重＾’て、一般桂を藻調しい守ら文／し科
学、歴史科学 の よ うなイ固到牲、 そ う い うの 乞 ゲイ ン デ1レ

バニ／トは同時に認めていくんですバ、その個別的な場合

の因果律というものき一般的なも例と根拠づ’けびさヤい

け帖いいな立場をとつている。後に在岩田さんは、ヅ
ィンデ／レベントの方一とリ・ソケ1レ←の両者にも反ナ寸し←。

／ツケルい1個別牲というれ非常に蕉調レ江んでび、
それにう反ズ寸しτよガら個別的因果律というよう汀門遷を

主張で÷れるいにアハれた。友右田さんω「文化価値
と低限祈念」 ヒいう著書の中にいうんば諭手が執ってい

ます。その中でも、左右田㍍の理論に対して京都尺掌

の哲学を㌣フでみられτ1田地元荻援バ、左右田哲掌にあ・

ける／酬因果律Σ問題にして反駁までしてみられる。同

時によτこノ帥町んが反駁してあ・られるのφぐ、葎肴管掌

上一の問題です。

 私、そのとぐの影尋を受け仁φか、どうして毛そこら
の問題に何川し’れフげ†111という気がしすこ．そ二で、

私の税計学勿講義1二いつでも私は、青勿・らAd．Qいetel・七

を李げるんですね、ケトレー。ケトレーで学生間に亜フ
てお1るわけだバ。、そのケ’ gレーの中に、どうして毛私に
は重要ノ視し†よ5や†よらぬ間愚州る。それを乱れらま
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之て、いわ中る自然1科1掌（法則と文化科学にあ・ける法則

性の問庭の基李的圭い州愚に主弓入ろうとしτ1わけで’

す。私バケ←レーに非常にj興未玉碕㍉よしにというのは、

も弔うん私の、恩師である財却静活先生が「クトレーの研

究ユ、明清純手に書かれ仁本バあるんです。財弗先・生には

著作は石まつばかフτこんですバ   た生⑦本て“、 われわ

れが学生目手代に、 といっても私は孝走計と中 るつ毛 つでは

ナい・フ†1から、初めから先土の、杏はボめ1い・フτごんで’’

すガ、卒菜皮に古本でい買い求めよしr二「社会秩計諭綱・

（明清4千年初版）バありょす。私が葎計学n研究をしよ
うと患う二るには日木書としては（文と．．んどなく、理論り

．1年余ハ舳これτごけですブよ。で、うう1フは高野岩三

郎すんの、後に「績計学研究・（大五斗与）と・ネt蛾計

学史研究。（穴正1斗年）がまとめマこられピこバ、調査に関

するいうんな粛文が’あフrこ。

並一 先生は、臭本音P先生との．閏休がズ3土がりまレたさフ

カ・けみブこいいのはどういう一一・θ

宋膝 率に講義を。

止講義を聞かれμい・らで巾・。
宋添．それは、ざフぐいフ†二ように後計学を専攻する子

定の人バ九んだので、私に硫計学乞専攻セニよといわれ一、

当時外未講師として同．も社た学に氷在来てぢられτこ財部

先生に意見を学校例から七号ね一られにょ〉ゼす。そしr（

ら1匁にゃら寸ペプr王とい・われにょうて“す。

立二 異オ邦先生の講義はと二て“開かれτ二んでマかθ

宋藤 同志祉て∴講茂はノー．←弐ですガ・ぢかなかウィ
ットに言．んだ毛のでしすこ。
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土しユ同志社で間がれτこんですグ。

宋療あの当時は末欠、同、も祉、立命館11講義11行フで

みられllθ肩μ先生の討駅閃釦／11をいいますとね、

「蓋付く居ご男丈勿二人道れと児て恋愛読計がと、れるや

否や」 と いう形でしτ二。

辻含蕎バある講義ゼすな。

宋終ああ、あるんビすよ。あ・竜しろいでしょう。

辻あ1もしういですね。

宋藤 ひと目、、へこ目、片目二し、三目ざし、嫁御いい、

と手まつ唄などをノートブゼ、ニコッとして教壇に立フ
てあ1られる 二 と 毛、あ っ に。 そ札からイ町かの句をボ’一ノレド

に書いて、知らぬ顔して察ってあ・られるニヒしばし。学

生がシーツとして何をいわれるヵ・仔っとんドが、 ヒョコ

ッと講義に入っブこ！〕ね。まあ、当呼有名な三穴酒豪の／

∴くね、主任の三穴酒豪、葎清原論（田島錦清、そ札ヵ・
こフ憲法の市村方壱の請先生がそうだフ七んで寸。

止一この時かに異才部先生け幾つぐ’らい0いブフ1二んで

すか。

宋藤ブあ、之之年でしτ1よ。

t そんなに。†ごい、ゴん字だフたんて“すφ・。

宋藤  ’でもね、 い麦がら考え／1やそうで毛はい、酒飲み

で・ち・よフと早くふけてあ・られτ二んで“すね。

 それで＼文章が第一切れ目バはい々です∴一一二・・はり」

とぞ八日の講義バ終わ。たんですね。ところバ、次の講
義のと？には「とい之ど1毛ユと講義がまブこ姫まるん一です。

止先生が学校に残フr二らどうかといわれ†ことざに、そ

の「どうウ’・とあ、っし中っτ1市どなたなんでわ・。

宋蘇 但寮教授。
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↓㍑先生ガ学校に、表あ同、寺社に残っ†1らどうかと
いわれllヒ。そμ先生バ異才部先生に相談11れllと。

宗限いやいや、私バ相諌しrlノ〉じヤはい。全然財弗先
生とは行ご来はナよいんです。学校バね・…一。

辻ああ、学校が財部先全に。
宋腺 之之、社会統計をやるという予定の人バ先んτごで

しょう。それで松バ残フ仁ガら、秤帥勝テに葎肴、金
融（す互認州もらつ仁ん1こつ・。ところバ価．膝先生など

の話もあっ丁こヵ・らでしょう。という川よ、／つは研究報

告にちいと数打入1す1形での、砂報告をし，とフす二ん
です、一 w生．．のと汁。そ札で学技剣一バあれに前トビ1ら

ビう†ごろう・ヒいう活を、まあ杭打の専門で’講義をしと

ら軋る人で’、釘ご続いて朱と、㍉しrlわけで㌧Il’からね、学

校べば。、一力・ら、こういゲ育’バ残る、いでそれにヤら
しrlろう、という意打こつ†1んでし！ようがね。

立し 煎却先生バ、 そ札ビや光生の糸走計学専攻には才一ケ

ーという、いに学校に返阜これrlという二となんですか。

宋終て札、公式にはね、異才邦先生に相談して1ら、非常

にゃるべぐτゴといわれr二し。私を説ぐ伏せるτ二あにいわ
れτ二んで“しょう。財部先生はまフゴ講’ ¥しとられますから、

私力岬完するめは財邦先生め承認を得ずよさや体ら始から

な。こ1け、当時宗穴からの講師ち咋うのは末し†二もの

ド。ドから、そういう意次ゼしょう。冷度は新仁に戊1

γ二者バ．ち・るかい、というよゲよごとハ拍まフで1のパ

し九アよい。

 伍離先生めは産うんですよ。先生バ、学校にクギて将
来種脊学やフ†こ今どうブといわれ†こ。それからもう／人

いわれでこ州衣、田村徳岩という行政友の先生アよんて“す。
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それが法律を㌣らい・と、行政房を㍉んかと。後に納
言†学を、葎肴の方面をやるという二とに次まっ丁ことさも

田村先一生は、一通南禅千の湯豆腐屋¢どこへ達札でいヵ・

い、そのと～も「君、行政法いわフでく札んか・一
先生は行夙ヌ麦のう茸師ですからね一「わしの昧をフくる

がら行政法をヤ1て／れいリというようザともあウ
六二んでい丁よ。げと、もう決よ・てるカ㌧といつて、私に

は。

止先生ばず’つと、学校の要請というか沈仔バあフて、

そけヤ耗計をやってもいいというふうに坦孝行フす1
んで’Tカ・。

宋藤いや、ヤブて竜之えヒいうよリ、や札、という命
、令ですよ、あ⑦時代はいヤお・うナδしで。そんバ私、いや

あしうサしにゃら寸れ†二科目ですよ。

 いまφ税計学でしょう、そ牝ヵ・ら小島昌木郎先れ後

にし1ハく保険諭め講義互しましr二。それヵ・いらに農
業筆清∴溝羨もやらごれ、専門学校では諭理学の講義を、

ヤれガら哲学概粛の講義毛やら†れよしτこ。それら毛管、

ほとんど命令的ですよ。

止 そうすると、どういう二とにナパ1ま、すがれ。先生バ’

税訂瓦専攻されるよ・うにびフtこという葎祷はいまあ・つし

ゃっ丁こような形で’「やれJヒいわれす二と．すると、Iそのと

ごに1本鮒学め、ほ1・に…・・θ

宗派絃希尿諭ヤ全融諭、それから葎済哲学バヤ！け1か
っ木こ竜’のです。

主し それで失隊にお1で／！にプ8ってこの1よ。

宋終 専攻は統計学。

t 身を入れてというカ・、本気でやられτこのは。
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宗寮 ヤれけ私の本来n、研完には徒計学。てれヵ・らパ属

的に農業葎肴τ1一とヵ・、イ呆陳清とク・、いういろいの。

辻けオはやらご札で。
宋膝㍗らでれて㌣・フ†1わけズす。い・し、ためにば1
†二。

t そうで“すね、いろんな二とと㌣らポこあ・ヵ・げて㌧…二

朱藤・ それで学衣側は一私｛絃はちム フともとへ、返ノ1

まして、本当は穴正9年め夏休壮前に残れということは

いわボ1わけです、学生ωとひらね。それで、そのと
きに中島重先生一束穴η！ら来てあ・ら牝て国家請の先生
です・バ、それバぜひ残れとい．．うニヒ・を、よあその話し合

いバて∵とフブ1らしいんゼすヵ㍉それで“、仏バ京職1さ1日

銀に中し虫であフ†こわけで†。だか㌧日銀と同志祉と、

てんびんにかかフ†二わけです。 そしすこう、和。バよこフい

ていっ麦でl11て毛決れいグら、親と相談しτ1ピ訓よ
日銀へ行・けといフ†二んぜず、同志杜は卒享して。 と二う

グ社は耳を患ラとる毛人でiすク・らね、亀請て“困るτゴろう

ヒいうんて“私宅㌧うちょしと。ブニんですバ、務局中島

先生バーまド桁†の活毛束よらぬとポごバー与日日
銀φ＼同志社カ＼考えて、そのとさどっ市カ・、胃・ってこらすぐ旋

計乞とってみよ、そハ数の多いナに夫ハニらと灯ごとい
われブこ。麦プかぞんは二と毛て“亨τまい、やフ1ポ1個人だ

から両方を同時に一席．に孝之、選二別することになるから

と、なかながむ丁’かしい。 フン・ノ・。一ソン・ゲームだが

らい＼なかむでかしいんて＾すバ、腹を次め†はやなら栖

ようにτいズニめは夏休～1なる前で’すわ。それビや、よ

く、相談して9月に帰フ†二らすべ亙、争皇くれと。 それで毛

夏休み中説得守れてた。
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生学杖に残るいに。
宋豚  之之、夫わ丁こわけゼす。

辻二 それバ文正ヲ年。

宋藤9年パ月。ジよいよ決ま1τごぶ人士、版バ犬ま1
†二÷願寺を土せという二と、助手に採用してもらいす二い

しいうこヒで、それで9月に求しτ1。そしrこら即座に、

即座といフても、まあ9月のうちに夫定しプごんで“す、

土しすると、そハ専攻バ夫まフ寸二めは文正9年の9月。

宋蘇いやいや、げ夫まってない。㍑とさけ葎清哲
学、葎済原論、全融方面てや1け1かイニ。そ札で、さフ

さいフτこようにその翌年の、／0年の／月に就計をやる看

があ’らぬがらヤれと。そφと～の話で’す、学徒バ講義を

しヒられる財部先生の了解を得い、それはこれにヤら
すべさτ三’と； 美石一、 てめ と～ 1こイTφ＼いわれ†こんで’しょ う

よ。ぼくバ学校の研究報告会で、ちいと教理に関係左
粁たして話した。それは「飛躍の原理」 に毛閃イ采があフ

†ことさですけど。それで、そういうふうに来まフIτこんズ

T。それで“私バ財奔先生に直接あ・会いしrこのは、学校に

残って乃＼らあい†つに行っフニと～です。

辻  てれから員才知先生との個人的な梼敵方）今’まって、 と

いう二とにびるわけですね。

宗藤’之え。。 しかレ、これは学徒のテからあいプつに行

けよ、ということに～て行フた。ちょうどそ（と宇に
繕川さんが光に行フてましブこ。それで私州麦から行フてこ

ん亡ごが、先生｛こ合フブニらイ可やらの本左翻訳也んカ・い、と

いうわけ、い忘れフニが。魅川氏バ「先生バ翻訳せいと
いわれ†こラう」 と、「突はいわれτこよ∫あんはんけっとク

中いいんr∴完全はあれバ群でね、弘に匂いわれτこべあ
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牝もほつてあるんだからほっとけ・といフてれ。私宅ぼ
っ†1い“すがね。（笑）

辻  すると、先生が系允計学き専吸†れるようにけ，た理

由というのはそラいうことて“、まみ学核へ残れといラ語
が文正9手1二あフ．て一一…。

宋豚  9月の敢援会て“むう次まっす二わけです。

土L それでた正／σ午に人フてから一川’。

宋蘇 ／月にね。

上し 先イを者が／巳亡ぐれrこので碗計学へ専攻’ということに

ナよっγ＝わけですね。 それから助邦先生と。投融が個人的
に、坊。宛で杉まつ丁二ど．㌧．1うことびんですわ。

宗藤よあ学校勿先生にナよフてからですね、州以降。

字吹が表められτ1つは／月ですけど．

辻  ／月ですね。

tそザろの競計学の水率といい汀か、狩紋といい
ますが、末体ビういう傾向．だフ†1んでしょうかね。

宋蘇要するに日本書ははとんど才よいんで“す。

辻翻訳紹介みブニいな一一…・・。

宗豚 翻訳舌はとんどなし、それから後でしたね。だグ
らタド国者で研完を始あ†こもん二て“す。

 忘れ†（ですけどね、／ラ22手にはρ．C．、J州eSωもの

蹄みまし1・。財却先生バちょブとも学問的姉尊れ
守らぬ、酒の指導芝すれる。私は当・呼酒は飲まんかフ伝。

先・生について回るのがか・なわぬで、はしご酒でね。だか

う初めは長いこと食わなか・すこんです。アニだ・来羊・ブこ

のであいブつに行けということ力ぐあつまして、行って、

てれから、まあしっか1ノやれ。と。ところが、もう家内を
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もらってからあい“フに行1す1ルでしτ1かな。凌わフ†1

先生でネMどざも色板ヵ・札でこんrごへ入るサグ集プん
け厄汽かということをドイソ請でノぐツといわれtこ。そ’の

いにそん帖；とを孝之てナ～がフナこがら、つい日それ
けよあわかる葎度τごフブこがら一茶之τ二んですガね。ネ亭

問答をするような人て“す。

 そ札カ＼ら冷度はね、 お手声先いに行〃＼して七らラて戻フ

†こら、「あれち見よ」 というて、一そ二φ手水孝幸を楕寸れる

んごすわ。あれ、何ドるなと陽フてこんで＾礼「わかるヵ・い、

学問をやる看はこれガわ力＼らぬじゃいかぬ」ヒ。何だう

は、ヒ。しかし、ソつばな手水鉢1こコケが1よえてるでし
よう。「なかなカけびτこいいもんゼてtよ」と。「そニトよ、

学問に古びτ1、コクめあ1いを符フていヤいかぬ。
ノ岩い者のやるこヒτごけで†るんい、形、ギぼくの後
をやる大要はぢい二、ぽ＜はもう音五勿、！1フばな講義を

してんビから・それ以」二はやる必要はないだろう。ブび

が主なきゃいかぬ」ヒ、†びを左セーヒ。そのころ先生は

本草学左非常に研先しとられτ二。で、そういうようはこ

とバあるもんτこがら。それヒ同時に禅問答をやるんて“、

七うどぎもを抜刀・れることがある。何をいわれるがわヵ・

らぬ。

 そいら摘導をしてもらお・うと．啓っす1ら、「かあの本

と苑んτ三’二とがあるかい」「はあ、諒’んど！／ますユと一

幸いに読んどるヒわ一rそらいいドろう、しっφ〕1あ
れ読め、あれは之之本τごユ「た生、あすこに二ついうこと

バあるんて“すバ、どケスすが」と貨1間しτ二ら、「わしも東

は読んどらぬφじ’や」 ヒ。

 実に変わ111・ぢもしうい匁牛でに
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土具体白れ研ψ内容に州ηげども、先生バ綿ナ
汽専柳れるようになってがらご自．伽研売課題とい
いまてか、そういうものを見つけら札てい＜ようになる

わけで’しょうけど毛、それは†こと之は学生時代のいうん

な哲学関係の、ヤういフた担旗とはやっばリ柔関係では

十よかっ†こんではないでしょうがれ。

 仁ヒ之ば■飛躍の原理ユーつにしても、や1ばり私は
何かそうい・うにあ1いというカ・、そういう気がしますけど
毛。

宗療 私は結局管掌に非常にのぼセてまし’τこからね。丁こ

がら、 そういうよ一う†よ希一望六ボ1ノ、枢処なl／があ／ノますよ。

 それで私バ本を出し1。最初のもっば「税計学講義・と

いうんて“すが’、大正／ダ手に京都の長生閤といラ虫版社で’

あり弐してね。それがフ、ザれrこうんて’’す力・ら、今度は平

野書店というρに秒しアこんぐす。 そうこうしているう多

に講義として何ヵ・まとめないかとのことて“、「統計学尿哩・

左京郡のラ∠へ文一堂ヵ・ら昭弟フタ年4こ圭岩反しプこ勿です。

 流計学め私の立場という毛のは、や1よリ学生時付から

非情に興味き持っアこ認識制こ根拠があるんです。寸らに

後に「現イヤ統計学。（初版昭和3牛今、改訂再版昭和幸今ノ

を有斐閤で土しましτこ。だかシ、あの当時学問に根拠を

与之ろということグ掌門の研究なん・で’すね。ドか㌻、よ

／／ど1るとはフざっし1よきゃ↑いない。そういう意味1“

私はそこを史フ江んでやフす1。そのヒ～に綱催の問題
を気にしい1ヒいけτよい。その法則性の間愚を研究する、

っまつ稜計学という毛のがまだ寸分鹿立すれてい補いよ

け時代ゼすから、徒訂というも（バ科学的に、掌閃と
して手当に版リ立っんだろl／・ど一1がという二とが非常
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に間割二1よるとクセ、私バ前に中し上げrlように．た右田

ウん、リッケ1レ←やゲインデレノぐソトという新カント派

のもの、同日手にカントにまrこ非常に」興味を特フてい仁も

のでTがら、そ、ザとなど竜突1衣後にトー一後とい1て
も早くで’すが’、西田幾〃郎先生、あるいは田化元教授ブよ

どのよう†よ脅’掌の穴家が京大にあ・られ仁。それで、面田

先生には恒藤光生“1かけでゼミに出ることにしアごんで”

す。あれはE．H以ssehlの～工・一eeパノについての演習に

出ましてね、恒藤1先生毛虫どられτ二。

辻それは何年こうに1よ！1よすll。

宋藤それは大正1z孝で’す。残フて3年貝で’すね。

 この演習はもう尺評一判て’してね、東大の本館の講堂の

裏の敢室ズ講義があクτ1んです。私は直削解を得てる
    ｝ヵ・ら池尺1子であフてモ詩ぐれτ二んですが。ナよかす㍑・わが

らρ、 むす｝かしい間、是良でしアこんで一すけども、 レプ しみ舌

しろいんズすね。まあ、そんば二とは個人的なんですバ’

…一…‘

 学問ヒしての基．本的な毛の、根拠を突、ムみブニいヒい

うのバ、やはり私が慌ん†ゴりツケレト、それに左右田哲

学から広則伽根本門趨にベザ1いヒ。ヒいづのは左右
田こん、 リッケ1レト、ヴィ／デルノぐソトの新・カント派は、

自然科掌と文イし・歴史科学という七のを小けk系徒で’す

ね1回レ新カイト派で七コーエンー派があるんゼす、こ
れは数理一島張りで’す。

 仔にリッケルト（方は諭理なんゼすね．私は諭理バ好
きアこつアこか．ら、やフはリそういう道一；不味を碕クて二んで

すが、一番悩まぐれで欠ごアよ問題にな、とフすこのがヴ’イ

ンデ1レバント、先に申しかけ7二んで’すバ、因果律の閃愚
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映理し、1麦則の問題を処理するいに、自然法則、あ
るいは自然科1字グ根底である自一然団栗庁的ナ5困来律その

いヒ、歴史科学としてあ場合の浪則住といういとの
間ω根拠に、果τ1して自然科学め困果律と文化科学の因

果律とが別個のものが、あるいは同時に自然科宇の因果

法則ガこれ星包扱してしようんかという門葱バ…ツケ
1レトと初めいろいうな満乎に年フ打こわけて…す。それを学

生時代から苑州・けてあ・もしろか1†1毛んだから、私は

（よっガ1分けられるもんドどいつτ1てま之乞とフ†㍉

 当時、r二と之は一ケトレート帰らにゃナパ1まヤんバ、
ケトレーに鮪ざれましllものの中Iil一 A猿ザ亥則／1室が自

然表則という毛のバ根底にいているんですわ。じずニバ
って、すこと之は「人口に関する法則・を「ネ±合物理・に

碁ブいて物理閃徐の法則と、 そη在長の表則と見てこわけ

です。あるいはザと極剃1いえば、痘徳税計として牧
うものはネ土．会現i象的ですわね。 それ七自然的ナぶもののネ土

、公物理にあ・ける「延長の戎則・と孝之す二。私はどうして

も納得でさない。歴史科学⑦個別姓．どいつも（バ新カン

ト派で嫁調寸れ丁ニヒこうが・私の学生時代ズあフたわけズ

すから、そいっをどうし．て技がパ㍍ハ札それ
芝生φ・すには粍論理では影しに、もっと左1仁、人問味

のあるところめ毛のに根紬を求め材いヒ、文北科学にと

ってはいけ㍍いん・じゃ与いか、ヒいうのでH e8elの諭疫

学、マれから丁．S．〔ilい粛理学、二ういうよけ
もの茎あさ・フてみ丁二んですバ、満局へ一ゲル風にいく千

証ラ麦的†よ一これけマ1レタスの毛めとは速いますわね。

マ1レク又の場合、自然広則としての変革の手記法として

は外的な位格を持つマホはす。へ一ゲルは†姉ナ圭桧
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を持ってます。

 いわゆるマ1レク久が悪口をいつτこ、へ一ゲjレの弁証。疾

は並立ちしヒる、ヒかいうようにいわれてかるへ一ゲ1レ
め諭理学という七のに非1．菅に興未乏符っτこんです。

 そういうことMフたのピJ・・∫・ミルの碕哩掌、
一ミ1レは犬ざい諭理学の本を書いてよす一そめ1ルの

諭理学、その中ト自伽斉一性という問塵バ全体をパツ

ヒましめていく、基本的なも的バそ二にあるとニダをミ
1レは非常にうま（表兇してるわけて’T。だから、着透しの

自然科学の方は税粁の教理けへいく碩勺が’ある。げと、

人間の場冶＼には一当呼そん1写ことをいワヒっすこんし’中

ない力＼’、 いまい之は一人間バ1ナ1て“21：なると一いう

い・一いは、カハ派の場合にハエJ・・ツとしてい前
にチ子。てフエ享やすよら林ですバね。一そういうよう写教学的

は、よあ万花で税一すると・いうい†よ中かう、これは†

っばつ自然科学の閃俵を一一一当時カン←1よ自然科学、数

学という・い茎最高の秤掌と孝之ていア1んぜず。

 ブが、それ以外に歴定住と浄に†よ・ければ、仁ヒ之ばな

ぜ日本（国が日本とい之てお・らわげならぬのが、日本の

政泊が写せ’よそと速わなざやならぬめかという二とを、

自然科学ヒギ証明っヵ・ぬのです。わし・フげるとすれば

地域的1μ壌㍑毛のに、ここにお・るかい土方なしに一
一っまつ、 いまでい之は鳥目ドがら日本はこうτ～ヒいう

ニヒを、これは確かに条件としてはあるだろうけど舌、
本質的ナま毛め1ま出てこ早いわけで寸ね。†～がごフ、＝そうい

う意ウ木て“精ネ中的ナよI、 質的なか野と して・粉理性ち強調セコ

るを得ない。そこで数理と諭理を紀一・しにい、いいう
根於乏求’める．こヒがわらいていあソます。

            19

統計数理研究所学術研究リポジトリRISM



 たτご、そめ上に「飛躍の原理・というのが土1でくるん
で、 それは同 じ よ う げ問題バ。左右田†んの中1こも も ち う

／）土て亨よすボ、田辺元元生と左杉田才んの争いの中に

は 田坦先生はヴィンデルベ／トの方に似とるんです。

柾右個ウんは両方とも非難していて、しかザいシケ・1レト

が結局にお1いてはヴイ／デ1し／ぐソトの毛のに倉ま札でも

仁方バはい、 ある符判の形で個別的十よ法則桂め閃趣φぐあ

るん下ごしいうよゲドとに入るパごが、これは左右1ポ
んガ完全に歴史佳といういを蔵調しア1わけていす。τごか

らり・ノケノレトナ8とて“自．怒手十字と社会㌧ネ十字というカ・、文仁

料学の克．いを、これは後々科学問題によく土たことていす

が’、自然法則の場合としての粁学ビすがら、殊つ亙†れ

るというやフですね。棟り五しボ自然科1掌・特徴ブビ

とこうが文化粁学は／回ガ／のもんビと、その後再びム

てくる毛のでは1よい一まり時局r白ヲ．ば、・歴納州立直プ’

けというものが♪＼フてくるわけズ’す。 そこを、 まる左右

帥んなど’行こ問愚にする例はいわゆる現実仕というヵ＼

歴史的専史そハのバ法則すよんし’†アよいという二と乞問

題にし†よきゃならぬでしょうれ。大変やっかいfよ問趨マ“

すバ、歴史茎いフとるとね。現定に、す二と之は日本はい

ま1こうあけぺよいヵ・、すごからこうれ㍍いかぬと
いうのは因果律を†二τご個列の現象形態に丁ごけとどめてい

くわ1ナでしょう、こ二にこうあるから、こグ8けりゃアよ

らぬという。実際はそういう二とはあ’’ますよ。あるけ

ど、それバ絶対に裸於プ・けるものであるというわけにい
か†よい。こ匂いつア1問題を私は血求し†1い、といづので一

考之ア1わけです．まとめる毛のバい㌣いかぬ。
 ところが’、これは当時め哲学でパS。い・パとト5・1ぺ
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というて、「音為・ビ存在。というものをカ1・いラには

2フの原理で分けるから。それバ新カン㍑／つにまと
める。れまとあ方バ「当為・ぢんゼすね、“S．lleパと

まとまるとさと。しろが、そのべ5州・パという毛の
1ニゴっと人フていくと、ぱいようにア5っちヤうんビすね。

あらかじめちゃんヒこういう毛のが一仁と之はヵント
タ九にいっマしようヒ、カントは2一フに／かけます（すとも、・

夕と7芝一箱にしkら12になると、 そのとさにノ2という

ものは、二の主観峠に、すでに持、てい好一2にば
づ㌃いヒ。

 阯いうふうにい衛、ということで才よ、ければね一
、

ついう二と一ばつグ’／い・てい㌧

 これはカント白／孝パ欄。新カン←派バ変えてい5よ

す力・弓、主観が主体にす5る。主馴1走リ五ダ†二のが新カ

ン←派ドと、二とに諭理学にはね。

 ドから、 それ1二反タ寸する毛めとしてノ異フにのバ岡レ’新

カント派の散乱これで税計に教理の・同し’凋係でも隼
理的に関数ヒいう証明グつく問題と、心理的岬底にな

る秤れの間は、これけけっ一区列しτパヤ打らぬ。
私は学生（とプに新カント派でも特にリソプ1レト、左右

四ばりに流パ1いですグら1諭理主義を非常に重視し
†二んです。と同時に、打1私はミル．の諭理学を問題にし

て、それの「尺釈¢疹則・という問題に人フてガニ。そ

の根底に像学印いのと論理掌印はもめとの穴教法則を
孝之、私は・穴像法則き2フに分けて主張しブニ。「稜計学講

義・（／1紳）ビ鮒学戻瑠・（／／タ・竿）とにわl11てで

ある．後にびつて知ブフ†二二とτごが、P卜．H州5Peしeトの
／ラ3o’ ?ﾆ／93㌻字の看作に、同ビようげ間差星バ杯つ匁わ〆し
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ていること乞矢ロブτ二。

 そのこと自律バ准の問題にびフてこましにのが、紺†
学の根拠ブけの中で確率的な問。題一を取・1上げブこ。いわ牢

るプロパビリティイ問題に突ラムんでいヵ・～、すれ1川

らぬという問趨に入・㍗ましマ、私は平くカ・らそ．うい

う立場を耗一する形で’歴史桂と、それから自然・れいう

もめを基本的に含む、そういう根本的は、税討の科学的

根拠けゲこいヒ。突は一隷計学は．自然法則吻に処理†之

ポれげいいというの毛てい、ザんあるし、極端にいうと教

学はそういう形（記号．諭理になるわけズす。水谷一雄氏

は諭理主義を非常に残調じず二。．それIで歳計というものか

吉済穆記号で尺耀する。

 丁ごか．ら、あれはゴ1レトン右ご、すこかな、ヤれから有名は

一ち末っと石前三忘れ一τこバ、そういう面パ諭理性だけ

にいヒ、私は後戻1リllよると、思う。どうして毛並イ怖

ぢ競言†学に出て3てあ・る舳  初めから松ハ立場丁～1

τ二んτこがら、まτごそれε見r8いヒ3ゼすが’一や1本つプ

ロベビりティーの問題を根庫に置～’たい。そ二ヘケイ／

ズパハT…い・・1・P小らllデt／確率蒲。（／1工1
年け書きましrこ。これに私、非常に興味を将フ仁。」戦
前、これについて青・い†こことパあるん。ズすパ、追いヵ・率

いか一の紹介の仕方手近付的な確率論に対応してくるい

な二と毛あllよ万グ、 ともかくも者ムの学生時代’のρサ完バ、

宋は私の綾計学の基本構造一を符フて’いすこわけです。

辻 そうですね、そんは、1・うに伺うとそういう流れブ～ろ

うと思うんて“すけどもI、’、現在勿統計学の方向から見ます

と、先生の秘計掌は一理解バ間並フているか毛い1ま
せんけど一いわ中ろ実質的社公科学としてめ徒計学を
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主張してお、られるヒ、堅います。一方には打1校訂学は方

法の科学†三という孝之方があつますね．先生のいよまてい

のお・話を承フているヒ、 こうしブニ先生の研究。の方向包束

定フいけ丁このけ、やけり先生の勉強勿す何バ哲学から入ら

れ1二、そういう．1、う1パパ／非常に影響してると．誓いよ

すけど’も、そのように理解していいわけていしょうか。

宋終 ち木フと注釈乞入れますと、「実在・は「実在・・

ミg川eh、則パというものバ・、2フに分けて考えると
いうれ方が・ラ大ケン／ぐ一などの、肯、本に尤ていrl

わけで、私はそれはとら才よいわけズすね。学問の基礎ニブ“

けい．1いのは1つにいカ・帥㌣沽狛。それがどうし
ても解決でざび1，1がら、「飛躍め原1曜」とい勺ものと主張

して汀二んζ’ ｷ。

 フまり、ネ刀幻から組討学け集団的にしゲっヵ・めぬとい

う二とを前樟にしてい1ている。椰1けよ、頭で孝之るよ
うけよ“工dee’’で（よないという孝之方。 そうすると、壊団

というものはやフはザ定在してあ・ら・よざやいけばいんて’

すね。†こがら、私はどつかに老いてますが’、殖計・学とい

う功は務局理解すう学問方よんす～、っ＜l1上げていくんじ

ゃ な（て理解す多んボ、 あるべき毛 のを理解して学問と

して取1μけ“る毛パご、そういう考え右左と二であリは

して、Iヤ．iポ1、いまぢ語いよゲ州題め哲学の新カン
←派の影響て＾いさまし㌃三グ、弘が諭理主義を非倖に尊重

しτニプこめに、但蘇先生φ・う実在論的打問題に問題を転換

されて質問ぐ牝てグぶヒを脱いτごんですバ∴それ以後「定

狂・という毛の左非’．菅1二等至してプよしピ実在論の哲

学という’毛のを。

 あれは何1．1載。ていτ1か、得むい哲学椛諭たよどの
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影響バありまして、何†らという一いま、ちょっヒわ
パはせんが一依のそういう実在清的な’毛のに一応ま
tご、若いとウに突っ込んだんです。そうして丙看をまとめ

るぺ三’が’、科学というのけ絶対介圭1の問題でほ私はどうし

ても納得でざばい。粁学を基礎づけるといクどこに1よ定

在であうものを説明プ’けな予や いかぱい、 と いうのが1

や1ポ）、呪失にカ入れてあ1るわけですから。そ・ゲ1う面で、

カ〉1・哲学マの竜のにしτ二わけて㍉ないんて’す。

 tこτご、これけ仏書「耗訂的法則の根拠・（弧丈堂1昭和

／σ年限定版）の中に’粒1†二、がって、これはパ灯1に

七差し上げTlはずでTバ、私1吹は・いうん州係ゼこれ
をまとめ†このは、ちょうど昭和！o手の1月月・ら3月末日

までにまとめτ1んです。それで“、そのときに私はこのし

ま1いにっけてあ1りまするヵく、 よす小、この毛（はケ1・レー

の有名な“S以にピh◎切伽eクし／83タ）、実1は禾父はド・（ツ・沢“3－

1川1e Pいik”（／1／争）1こよっτ・のでポ／まして、こ

の・人間諭ユゲ土てからloo年皇並之るに当て二1て、こ

れを記念する意未で書くことにしまい・。それで、その
とぐに私、いよ土でとフていrこものと閏吏乞符仁してチ

ュプロフとフ才1レビャーパ人の学記、非常に両極端ナよ

学説、しか柵イれる．その掌説を私は辰嗣して、両
方の特・飲友び細部の問農に携わっγこ。そめ二とガ・あ1の

ず’と私的積．訂師博ラ麦則に対す る一茎礎づ’けにも格るわtプで

して、そういう閃遺を二列中11、自佃立場というのか、

わかるピ）にアよってお1るんズすヵぐ。

丘いよの先生〃話伺1て川ますと、稿乃法則性と
・いうのをいろい引雅に’撃ﾄいかいパよら1よい。とい
う二とにナポはすと、やっばリぞれは犬質科学盲とる立
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場にいか引すれば†ポ1まセん。科学諦からい→ヒ、そう

いうμだ桂を持って土て3ますわね。

 rこがら、そうポ1よすと、いういうそこに諭理州恩
ア8ゼバ合まれていて毛、尺㍑流れとしてはやフばり先

生の研完のナ向という舳、現在の税計学の立場から見
るとわ麦の科学というよつも、むしう実質科学という立

場をヒる。これは、そういう方向に必然剛1いヵ・でるを

得なかっプ1亡ごろうは、ヒいうJ・・うに私はいま佃1ている

んて’す。そ二にいうん榊ヵ・い問題はあllますけども、

大．ざっばにいフでそういう、；・うに理解、してお・llますけと“

も、それは当時（学門白州水率といいよすが、一般白プ5

碩パ・らいいますと、先生ハマっぐなっしヤいまし仁よ

うに日本の徒言す学ハ創成瑚にあフて、そうして翻訳移介

がらいわば独自の紀計学へ持1ていくヒいう傾向が先生
の．若いご引ニハ1ましτこ。

 そういう歴史的ナよ流れ。の中．で、先生ボそういラ方向を

打ちポれて・棟倉め学問的1よ尭兇を開か札てくるという、

そのいうい肯呆を頼・／伺1仁わけですけどポ細か
いいうんび問題点、はあるんし“やないかと思いますバ、当

時の鮒亭の水率、それ1・ら先生岬允け向にフいて
1ま・これで季冬わらせていllだ㍗こい．と思いまザ

比・時間バあり㍑んので伽オ向い1がして舌らいよ
すと、耗計学会の創設といいよハ・、そ二めとニラの葎

緯は㌦なふプよ二とだフブ1んマ“しょ．うか。

宋脹ど’ういフて二らいいんでしょうね。それまでにいろ

いろの論文をあ・互いに。発表し合・丁二つ交換するようにな

つまして、石／のす“とあ・互いき知る面毛て“？τこわけですθ
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tそめ佃の才々のメン／ぐ一ばと㍑けがいらつしヤ
いましrlか、先生の丈丸の絶固では。思い浮かべられる

いい名前は。†1とえ1ど水冷先生もその！人けね、
それから蛇1リ先生、田村光生。

宋藤㍍から中ム伊矢岬、森田優三列誘氏。
主し伊穴知先生は少し受にすパはすか。
宋藤  ああ、後ですね。

比 大体先生がいよ思い浮かべられるメソノぐ一で、特1こ

閏列二おしら札け々は1
宋藤閏・西で1よ旧村氏I、それガら捲川氏1．よ毛干うんて“す

～写あ㌧閏両方面ゼは∴ら一1二・植問嶺一氏、森田優二氏。

辻水人先生はミ
宋藤水、N）もいτ二て“し一ね．

車 そ札グら中1リ先生は？

宋藤 中1リ良良民も虫てδrこと、堅いますがね、あれは東

京でいすね。それ勺・ら一一、名前室ど’忘れしまして。

辻肺先生1子学会創設に何1・カをあ、かしに・よ1τ1んズ

すか。

宋，蘇財邦先生初め神戸正雄、藤本幸木即、汐見三郎と

いうように束欠、一橋パ字画ω先生方バ主て“しrlよ。

 参考まで“に、日李統計学会創立その他については、森

田優三ギ耗計遮犀和声乙・（鮒舛白本評紬）に詳
細、正確ぢ記述一バあることを・争げ’てあ・ざます。

t舳はどうい1す々．か㌧・といふ1に戸ヵぐかけら
れllん㍗1・。

宋藤 これ～興・る理由は、国際耗計会議ゲ日本、東京て“

開グれτこことバ前にあるんて“すボ、何回目か勿とプに。

そのときに・各国ゼは国際袴計会議の上席者というのは
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学看なんですよ。とこうが、日本は官庁の看が宥行フ†こ

んです。それを束束の森田氏乏初め、東ネの尺学の先生

†二、州門麗にしましに。集まフてくる看は向こうは学考

は川こ、なぜ自本くいは政府代表バ出ていくが、学会！二知

らせもせ梱びゃナよいれいうよゲボとバ閃創こ州ま
してね。これは剛環流計会議といフて毛各国φ専務官の

、会合と産ニラんτごヵ・ら、研究をするとこうなんだから、学

者をれてく柞という二とを弦詞しよれ。
 とこうヅ、各国には学会があるんで’す、国で†1τご／フ

の学会バ、それはしにばらばらの個人では、色かはそう

いうとこ列1行いんだというわけにはいかぬて“しょう、
権一賊；ガないですわね。ドカ・ら学会で捧葛し狩るような、

そういう権威を学友として洋フことが学者としては1必要

であうう。そのτこめに、セ“ひ月年統書†掌倉というものを

二しら之ようというので、／3人の者、すなわち束尺の有

沢パ中川氏、一椅の藤本、中ム、森田。請ん、早稲田
の小林～、石古屋の郡ん、同志ネ土（私と神戸大学の水谷

氏と、てれヵ・ら同じ’く柴田銀次郎氏などバ発起人に六よ1

て、学会提唱しょうと、創立の世話人にな・τ二わけで’す．

こ札らのいきブフは森田氏が「私記」に述べてあ・られる。

 そうして昭和6年でしτこが、いよいよ熟しよして、京
尺の老I 謳ｶ方を顧問格にして、京穴の南の方の言出に京
欠の衆友倉館という⑦バあ1はすね、あそ二で税・底式を

行っτ二んです。そのと字に一稚あ人里幕っ仁らず’いぶん

プ1いん土師れまして、非情に盛尺なか1才よ1†二。

 それで、最初は異才邦先生など七発会の辞乞講演寸れて

お・られます。有名な句まで挙げて后られますバ、その発

会の辞ドけはぽがのことよ／1、あ．あ、これが端箱だな、
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と感し’よしアこ。つま／1、穂倉、打ち合わせ、溝凌げ2

日間（こわ「こリましてね、まニヒに意義深い本学会創成と

はつτ二わけて“Tね。そうして、講痩としてはその目の晩

に末欠の主な先生バ2人ばかり、発会ω群1ま異才邦先生バ

講演すれて、㍑ヰー曜和6与一はそれで一声打ち
七ηる。それビや、その佃第2回は束末帝大で学術研究

洗表、麦をしようと…一。

t 宰／回に末秤で開かれrこヒいうのは∵特に意味バあ

／はしブニんですが。

宋蘇 やつ1ポリ末郁パ宮ざをなしてい㌧末秤、神戸、

こ．フい方ド耗計に関する危全が相I者ならパ1んです・

財却先生バ外在してあ・られるいに高田しあるいは汐見
の両敢授ヵ）・わフて・税計学の講義をくれ。仁ようでマ。†～

から、これは皆、税計学事衣看のような一本来は産う
んで丁バね一一七れで’、束末は末都を中1）にしなさ㌣動

ざガつかぬ面バあフ†二んですれ。

 ㍑は、でフと像にこう’いう辛惰があ／はす。右1とえ

ば葎済学用語剖定の専門委員．会の実際め活動乞、文部省

では閃面勿季夏て“ヤら七τ二ん・です。あと’め毛のは東京で

全邦やllまし†二よ。†ごヵ・ら、イ町とびく稼計が関西に皇杢カ

的ぢもめガ、文部省て“も そういう、3・うになっτこんですがし

 最初はとにカ・くニニて“兄会式をやるのが一番一とい

うのけ来たの方’で、㌣れを中心にヤ・ていくかわからは

かったんごし1｛ドから・岬11カ入れる市関西
にタかフτこんでしょうね。蝿川氏もあ’るし一よ丁～、あ
のヒきは七ちろん知事げや古いです・けビも。そ牝で、森

田氏バ関引1よ＜行さ柔！ましlll・札蟻川氏の閃俵
てば森田氏バよ＜出入／1セしてみら札まし丁二しね。すこと
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丸ば境川氏の外遊1しブこと3の留・宇宅が下鴨にあっτて、そ

のとウの一前ω輿†／しですけども・そういラ留守宅

のせ誰一びどわllあいに森田氏バヤフてい仁。私も並一カ・1

仁から、よく行フτ二もの汀。まあ、それけ後の関係一 ﾅい

すガ・

何とナ8く一橋の丘中に視しれ持ってましブこ。神戸に

毛碕ってましτこ。東尽でも有沢氏ひとは、私も親しんてい

いましアニ。それで、いろんな論文ヤなんがのことで、ブこ

と之は有沢氏バ私勿書い仁本を批判しτ1ところがあリよ

しτ二ね。そういうニヒもあ1す1んで“しょう。

 とにヵ・く日本綾計学舎は関西で摸上げし†二んです、そ

の次の余カ・らは研究兇表の穴倉である意味で、真の研究

報告余乏持。アこんていす、束末帝大で。

止茅／回の稔念z“すバ、そめとい粁紋包一言でいう
とどういう二とピしょうか。奏するに一堂に会してとい

、

つ二と……。

宋蘇茄念をヤフマ、学会をこしけ上け“マー1ピ後
にどんどん入、てくるのバねらい．
主し そうすると、主でごフ†；メンノぐ一バー堂に食して学舎

乞フくるということバ主てあフて、研究報告は紅回目
からということなんで寸ね、突隊的な活動といいますか。
宋蘇 ’そうです。 そのときに稔二会をして、いういうの租

械をこぐ之るのに禿起人を、とにかく申し込みを受けて

紳乞し・ようという形ていじょプそれポこういう学会
色こじら之まし丁二、ようしく、というのヵ憐演会て“しょ

う。τゴげと、学会（報告と同げようは意味合いで虎会外

辞や、いろんなもめバあフたわけです。
 それは、！つは束末に官庁があフブ・から、東京のひざ
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元でや1！るのはお一ｩしいですわ帆辛恨ソ1ヅ’’一一θ
辻  そういう配慮七あフブニわけζ“すが。

宋蕨二  そ の 二 と はI私も責任ナ手フ ちや いえ。打いカくね。 庚㍉をご

人に入ってくれぬ力・というので、私は人フ†こにけゼやフ

†こんゼすバね。13人ぴ、発起人は学校にあ・るんで’すグら、

神戸も、束束も、婿入ってます。

 それで、最初は学会報告一をするというτこフて、学公が

あれば研究亭艮告の羊備毛するて“しょう。稔底をして、会

をこしら之るんτこがら、一それだけゼ非帯に意義を椅・rl

わけズすね。その1・わ’リ、第ユ回は研究薙音会と。で、

第2回に束床た学てやllましτ1。そ一のとご．は私も敢舌し

よレ下こ。党ハけん毛しτ1で守れ。

主し 箸／回勿旗上げが、そういう形で関西て“行わ札τこと

いう二≒に1よるわけですね。

仁 それでは話に人11よすけども、第2回の東京で行わ
パ。就計学会尺会は束末だ．学て“Tれ。そザうの研兇、

いよ先生のご記憶■こ残フてるのはどんな毛のがあフ仁ん・

でしい勿・。研兜の傾向といいますか・一・…

宋療打ご学会として竜彩！回目勿報告倉ですからポ

めいめい自かの研究をまとめて秀一表するという二とで、

㌧どういう傾向ヒいうようナよ一一…。共通テーマはもちう／ノ

なかっr二わげですね、初めての試升ですから。

止先生は何乏灯いましτ二。
床蘇私は物価楯敏の閃趨で、後に同志社論叢の昭和ク
年の十月・ 9月号ト戦せ†こわけゼすバ、「物価楕教にぢけ

る餓的柚牟伽狭計r相対鞭実社と州創1みい
て・ヒいう題をつけて、物価摘教にあ・ける構成、構丘で’
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すね、「構成的抽象牲ユ。これは当時日飾しの物価挿数、抱方’

の摘数をあわせて材料を集めていてこんてすれ。そういう

とざめ物価楕叙について、／つは疑一問を符つ丁二んでT。

 某商工合議；所が挿老（をつく7てよす列でね、商工倉議こ

所の倉庫に一夏、イ↑自問か入らしても÷。て、11ヶい責．粁

享列フ張っ出して・そ⑦重粁で、果rlしてどういう物価
楕数件戊のチ段をヒワです二んで～ろうかを調べτこんです。

ブこだしその当時は、そういう二とIを調べτこんでは見セで

く札帖い力・ら、ほがのことで調べτ二いので、という二と

で調べτ1ら、私の見・吉つけてあ・っrlとあ・／1の処理バ土て

くるん汀松。それで“、それを直ハげならぬといラ形
の毛のを学会に訴之にいというので’、 そういうヤブやつこ

しいものですが、報告をしτこわけで’す。

 τ1ブごし・これはらいと困1τ1閃恩舳で、名前はい
まで’もぐあいが悪いか七しれません。学会のとごぽ石前
を伏せてあ’フて二んで’す。

吐い時効にナ8。とるて“しょう。（笑）

 名古屋なんが柿工会議所の生計責楕教1沽かボニ
のころじヤびがつ仁ゼし…カ・。
宋蘇’ ?黷ﾍ那須え助氏がやってあ’られにんて｝す・バ。

辻朝日I斬閉がやフτ二のは、昭和4寿から屍表ごれてい
るという。3、．うに記憶ありよすがね。

宋療朝8新開の生計責楕教については、昭和／1朴私
宅そめ問題を青い仁。

t昭和／年から発表れている舳1
宋蘇 昭和4年のはあフて竜科学推バ非1．常に低いんていす

ね。†よぜがというと、日本の皐計調査というのが大正／5

年から術数。秤量値が考えられることにばフてさ†二んで一’
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すけれビ・6、内岩・バ寸ノか整ってげがっ↑こわけです。

 tこがら・私はそれに閃して書いτこ二とバあるんゼすげ

ど、ビこに欠点、バあろかとい1ことを書い†二ことがある

んでTバ。〕こガく珍しいものです。
±し そω問題のポイントというのは、ご記憶汀いですヵ・。

宋帳っまつ、標本盈定バ生計費を本当11けかる標本でい

あるかどう力・ということが、／つの問題でいす。次いで処

理川上れにある。ちょっと、いまはっご／／覚之ていま

せんけども、いろいろそういう虫、で問題圭、があるという

二とを書い丁こわけゼす。

止 丈正ノ㌻ヰに内閣の絢計局で第1I久”孝計調査バ行わ

れすこというふうにいわれてますね。そういう毛のをフ寄よ

之て、文正の末がら昭和の初期にかけて生計貧の調査の

ようなものバ盛んに行われてい、↑ニヒ。 そういう吋瑚と

いいますヵ・、 その時期に合わして先生の研究バそういう

万句に行ったヒいうことなんズすか。
宗寮それはありまし11仏家計調査は、後に昭和／今

ガら税許局の家計調査報音を奈月土すという二とで、ヤ
ることになつ†二んですわ。大正／5手9月ブよいし杉和2手

9月の／年間にわブll／ますけども、非情に貴重なデータ

を提供しτこのが、二の第／回あ全国家計詞査です。

 τこド、それは家計詞査の基本的ナよ計数、っ表つ比率、

ウエートを、重さをフ1’ナるウェート吉わらうというヤブ

はんだがう、そういうのが出マから、ブんドんいろいう

調査がやれるようになフτ二んですが、あと、これが耗か

ないんで．す。なゼかといえば、全国的にゃつ†二んブすわ、

第／回の家計詞査。これは外国の要望で†らざると得な

カ・フ†こ。国際会議に土†こら、石1まえとこの姉状態はと
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ゲよんだと間グれ†こら回答でさす1が1㌧それから税計
局がそれをヤブらごれτ二わけで’すね。国勢言同査毛同じく大

正9手からね、国際会議のとウの等望でやらゴるを得†よ
ヵ・っτ二。それで、国隊公議場に出ていく戸長リは労働老の

問題以ず土て／るわけぐし1う、主計噴の問題がね。

それで、理論生計責を停うか材ど・いろんな問題バあフ

七ときけがら、こういハいざあうこちでヤら牝るθ
穴阪市カやフてま・しτこよ。

 それヵ’ら、二ういう生計に関係持フて欠きな役割りを

しrこのは、高貯岩三郎プんで’し仁一

 とこうが、ここにゼニに七書り・れ。ていないが、ち二つ

と鳥毛しろい問題ゲ、私にしt二ら歴史的な意味があるも

ザ・一。それは、昭和4年9月からいよいよ家計調査を
本オ呑的に毎手9月から翌年冨月までの調査して・発表す

るという二とを大パこので、それに先立って一関東創

ではある程度や1†二んでしょ㍉が一関舳学究者に誇
閃丁れτこんです、どういうふうにやっ寸こラいいが、鴬児

を後（し†こし、。

 その当時汐見沢夜が中心にナ本1てあ・’）ましたが、関西

で’は田村氏、それから水谷～、それから私、そのほがう

あフ†二かもしれませんバ、束末から未τ二手艮ヵリペ、は

っきり一 墲ｩら†よいが杵穴矢口氏’カ・、あるいは杉本栄一氏τゴ’

っ†二ヵ・と思うんですがね。 しかし、あんまつとフびなん1

でね。 そ勾当時の何かに・調べれば出てくろかも．しれま

セん。

 もう／っ、そハと亨ト都留重人氏がアメソカからろよ

うど帰フ㍗マ、これ巾こうの辛情をいろいろよ／短
1て一いる灯、ち！うど京大の百万通の角9と1ろに菜
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手屋があつよすわね。 その菜子屋の2階で集まって相談、

討論会をヤっτこんですよ・御暫掌人氏老来て。それゼ、

いままで“どういう欠点、バあい・、どういう点、乏直しτこら

よ↓1グを、いろんτ縦、を孝之でみて、いよいよ本件的に

昭和6年から家計調査をヤるんで†な。これ1ま／0都†ぐ’

らいでして1わね。それをやるアよらどうい衛、に気をっけ

るかというの至、す“い、ザん議論しτこんです．それから、

戦争事情の悪イしとともに昭和／6牟玖陣統言すが出ぬように

写フr二、あヤこまで家計詞査乞葎けτ二んです。非常に重

要桂を狩っている、そIの最も手当であるようは調査をや

る予備的†よ欠歩バヤういう．と、δにあIlrlということが・

私は非常に意味バあると胃フてお・るんですよ。都留重人

氏、外的二とを知1てますからね。それは一般（1け発
表し↑よい。（笑）

tハするヒ、当時の第2回の秘計学、会～舶毛、そ
のようば傾向という、ザうに考えてもいいわけビマが。

宗藤いやいや、むしう調査に対して枇刊的になっτ1の

は靴麦デミング氏ヵぐ来てからけ、戦手に負けてから。

それまでは官庁税計と’いうのは権威を特フていろいラや

ってるがら、いまのように正直に褐談乞して、本当に役

に主フ川二はいままで“柔討調査、いうんな二とに触牝た

ペポとが奇つ7意児を土いと。私宅税言す学公の3回目

か今回目が、徒討局で発表するいに衣言す調査の門題も

発表しとるから。そういうよゲ8いろん1よ、壱、て…向上する

時期バありまして一それはハんどうに川ま寸げと、
一応1支権威を狩っ毛のとして研完マれτこわけズす。

主し いま（あ1話は七フと彼めマ

ネ隊 俊の方ですね。むしう象討朔査がアこんで～ん発表さ
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れるに従一フて、調査ω重・苧桂というもめグ他の方で出て

さτこわけてい万ね。

 家計調査は同時に物価挿細問題に閃係がある。
 丁こがら戦乎11頁けてヅら、昭和・1千カ’らまr1家計詞・査

£㍗るというのて＾、進馬主軍グ東京ヤ京秤ナまどにっいてさ

て｝フいてというより毛主体にびって来て一束郡に
むける統計学者というれ集めて意見乞呉中れられナ1
んで’す。今般いよいよ戦後の昭和21年ク月ヵ・う消童者価

オ昏調査を突．施して、そこへ物価指教問題を符ち込朴、物

イ両指数はフィッシャー算式’を使う二とに予定しているか

ら、これに対して意見があればいえ、ということで’呼び

比しを受けて†こ。、

圭し それ。は戦後の静．ですね。 その当時はといんなぐあいでご

っτこんていすヵ・、昭和6年の、われわれめ知亨ぬこう”。

宋添それは、いよいいよしllように大体統計局バ主体
にヤいてヤブてますか｝、束宋けでいろいろしτ1ウ・

屯しれまセんバ。

 いずれにしても、前の帖計費棺教を中心とし†1、物
価ひ浦責生活に対するウェートをつくる二とと、商品を

来足する二とげど1二重ムバあっ†こωバ大正／㌻年g万ない

し居、多和2年g月ですバ、本当の生計責、つまl／家計とし

てφ調査ヒいうのバ十分にでウてないというので、曜和
6年ク・ら、それをやフすこわけで」 ｷね。

t っまつ象訂調査を。

宗寮家計詞査に使込る舌打す。それは同時にせ界的
な情勢でもあ、仁わけゼす。国際舞台に立つには家計嗣

査が㌃いと、国民の珪考状況が税計貢粁として虫てこば
いわけて“す。
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 いしてもヤげるを碍r5い。それバ後に1よ戦乎に関
        、                                         、                     、

係カミあつよすね。尿訂調査をヤ・てあ・けば、 ど二の地下

でどりいうような物資が調星て’ζるか、あるいはいろん

†よ人違の生活をピよて“切り下げること川’’、亨るか、と

いう問題になフてくるわけゼす。

 けからいい、曜和／／午のとさの研究会があ1ブ1。
あのとδに生計費の問題ビ、払は、文部省の珂兜課題バ’

動員本邦の関係で「生計貴の人率」ε夫定するというこ

とと、東京パ羊看τ1ちと一緒にヤ1†1ことグ川ます。

 あザるには、い一カロり一噸民に†分に与之ら牝
†8くナよったんズす。†ご’1＼ら、それピフと基本～1調べ’

ればいいいごが、もうムにはていいくザ1二。けバ昭
和／／序に発奉で河（1よフたんです。負ける！ひしひし

と一そこ㍑いっていい力・ビうか知らい1ガ、／1弁に
長セ1†よく汀フτ二。

 これは、、く口棒戊バすてにわグら1ハ～τ二。何歳の

有ハどれてごけみるかわか／1毛しびいし一家族ゲわから

ナよいんτこがら。い、はとんとネ荻の主1よる青は戦犯に

出てましすこからね。それで毛朱計が、という。束束なん

グでも、脆け†1いに象なんか州ヤし†よい。
 それに失計費には朱の費用、朱賃とか何とか問愚にば

るで’し末う。プこがら、マうい技、を孝之ると・もけ㌣根

本々に改革しな事やならぬ。 トタン張っのっくろフたと

こ引こ入っヒワて、家賃払フて、ちょ・と孝之シれかて’

Tわね。丁ごカ・ら根本ηに、．求点並びにた秤†の佳訂とい

うのは俗（ナよっす二んです。 τこがら、あの込で竹ざ亨彦まワ

とつ丁ごんで㌔すね。
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辻 少し話バ麦わるか七わ勿・りょせんガ、当町一いわ

ゆる学舳創氏期に、水谷先生1沽か州允岬1・申に狩
累な統計学すご1†1ピいう話、前に先生から伺・すここと1べ

あつますバ、 いわば、いまの言案で’い之は「教理税計学・

といってもいいんで’しょうか。

宋瞭 あの人のは企塔産う。紀ラ諭理ゼす。就訂という

川暗号の諭程学、「徒言†学は論1理学である・という二と

です。初あはそ・うし’ヤなかっτ1んで寸ガね。だかザば

、く舳かとよく議論して一ぼく”・・1・門んが、い

うんぱ、あ†汀二もよくやっていら、しゃ’るzいいいぐ。

1ごかザ諭理学という．州よぼくの主張しflい一両で’llあ

る。でも、hφ・、マいつとっTlんですが、物価棺教何ど’

について、ハいう門愚が超プるはしつに1μと。
 穴体水谷君が一橋を出て、ネため理学都の園止血敢援

いとで教学を研究ざゲ1んです。
 すごがら、数学を二こに応用してやる」ということでしll。

土し そハ当時はいわ咋る「捧計学・という、現在いわれ

てるようび毛のは、圭丁ごあんまリ弁ば之ていなかフ仁わ
’けですヵ＼、 日本⑦稼計学舎に。

宋膝 戦争のとウ1こ叙理徒言す関係の人が、海軍の軍需品

についての研究を㍗れτ二んで寸。

 軍孝一という†二ら言い方が思いけど、鞍手に閃徐のIあ6

いういハのにフいて。てれけ潜水稼き基牟として巧完
ヵ峠まった、それを強制一的にヤらぐれ1二。

 乞札はどういう（かというと、潜水絢よ電池一を特フ、て

行動しなきゃアよら拍ですれ。それで電球’バ等るわげていす。

電池、電球’の粁碗ノ1圭左研完する。何カい寺め底にひそ
んで“あ・フ て、 明ヵ・つをっける電球七ダメにすよっブ‘こら天変
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てい ｷ。仇らの羊改ガ起二1†・二げあると間いてよす。

電池にしても同じこヒですバ、戦争パ1めに資源バほと

んど枯渇しr二ごしょう。何肺め電球が寄るので’持1て

いこうとして毛、工場で’っくらせれば非常ド不完全は有

料を使わなぐぐアよらぬ。だから、教理的1．こどっかの・標本

を根き取っ棟査し、前提として電球の寿命め確率を計算

して、何個符1でいって大た矢でザとい・T1州ぐ失敗
し一�ｱと。

 原材料、ここヵぐ税計としてはや11ズ∫1現定のデータの

門題に毛かかるんですIが、プロバビ／テ／一ドけで安全

tごというのグ、フ～セ．スが全然知ら・†札㍑い。っボ！、

データそのも州非常にまちよちのものを合わ市ば歓
らぬ。寿命力恨いんですね。それ乞うがフブこつTlという

問識・ら、非常11春軍1・ら駕られ1二。一時ハいう、珂完

．有にとフて厳しいことパパ／文しτ二よ。

 て牝で、戦後がいう一11ういを、や1げ／／標本調査
をやるに1よ竜フとポと差本的γよ調査をしぢ†㌣ならぬ

というヒさに、イキ’り又のR．刈．Fisト・hバ、日本ぐ’

いえば者ムさんばどが推刻稼言すとして才りエシテーンヨ

ンをしよしτ二が、裸本にあ・ける確定性の閃趨を研究する

ことを主張し11バ、＾．71ツシグは農業に関して
やりまし†二わね、それバ非常に重要ナ8標本調査、しかも

確率論、的す8問題として孝之られるものであフて、ああい

うものバ非常に嫁＜研打にるようにプよったのは戦後で

すバ、戦前から、い、そ合いう確率を問題にしていか
常き中†よら拍研究という勿はあフτこようブす、

 †イご標本調査、生物学のあ・医者ブんなんかば、そのよ、

榊に鯛してますよ、少数の患わ上にやるんであ1
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て、いって毛少叙でやると、みんけまちまちにびフちゃ
う。丁ごグら標本のあ定と・いう川よ寸分寿をフけてヤザよ

1よらぬし、その標本から打1確率は、どこまでそれバ妥
当村力くあるか といラことを、 よほど吟味しなきヤτよらぬ

と。よくいうけども、数値計算をして、ビめ範凋に入れ

1ズいいなんていうこヒ’ ﾍ切リ棒てが出マくるわけでしょ

う。ここからこ二麦でがガ←、そ州リ棒て却分とい
うのはどづいういうてい切リ槍てるんグ。これ1よ叙学の

確率～い・て、めフ亡111匙こってこぬじろτごからと

 、いって・…一’。

 小・中学校で’け同じましt・わ楓、真し中．¢方ブけヤ

るという。とこうバ、そ札は完全な標本州ろうとさな
らそういづ．1・うにい之るんτごろうけれど’毛、知加ηん

がズ、あつザブちで患者が入ると㍑初期奈什の付椅
バ者しく星つ†こものを調査し丁こフて、 ここからηり槍で

ていいということがいえろがどづかというφで、てい、ザ
ん問題にナポ〕ましすこ。

 そういう貞しも、七フと裸本的に確固すこるものにし†こい

というのバ・推測就訂の憎いん乞初めとしてやっア1と
いうこと（＾す。

立：し いま何フている川ま戦前のこうの、紀計学公創成期
のころ・の、 先生な。 しゃつ†二海軍のタ穿水省監めあ・喜多ありま

しす1パ、その二’う1よ海軍勿、そういうヒこうズ、いわゆ

る品質管理ヒいっていいようなとこ”ん〔かね。
宋藤 晶質管理で1打よいんズす、工場でし仁わけビマな

い。生産工程じヤない・責粁のすぢんビす．フま／／、イ百

十日予間七くって、今度ぽ高文の軍4監がヒョッと上にあ・っ仁

らムら・りゃ也ぬでしょう。動いτこら、すくいヤられちヤラ。
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そうすると、何aでも中にお・らけいかぬ。 そうすると電

池バ打いと明川毛ヒ札ね、のポ川す㌧一・。
t邑氾の寿命の問創こナ8ってくるわけて“↑ね。
宋蘇 丁こがら人間ω奔命」いうよ1）毛、そういラ、電球’、

電池の寿命ヵぐ散も重等汀問鹿になフτこわけぐす。ぞ外を

ちゃんと計算して土し亡1“、手当性の高いもめを㌣；

t二んでしょうね。一血、とにグく間趨が起二・・τ1。和・

ばれtよくぺ†二とさがあうらい｝です。
辻一発’表しに平均寿命のとあ・りじゃ汀ヵ・っ丁こわけゼすが。

宋藤枝査しτ1のから一は、いいう例が針1んでしょう。

ところガ、今度は但叙を〃／特1て一いくヒしよう。そう

するとっくフ†こエ坊ガ産いますヵ・ら、かいこU工場、T

工場と亨・・その他のものの製品バまビワてくるでしょう。

 材料カぐいいとこ引よいいんスギ材料の悪いヒこ刊よ

一飛行即1ダメに／よ1ブ1の州ビて’す｛7ルミ1紬
皮バ麦うんで’す。これは私が戟もとの朝鮮に行、で二とブ

ト、兄閉し1・二とバあるんです、戦時・下に。ほんとに問

題にrぶれい。飛行残は｝しカ・飛。べよせんよ、ヒいう

んビす。それで七イ土方バなかっτ二、まぜもめがクい。そ

うすると、急降下すると折れ巧まうんて“すね。もう1は

っきりしているんゼす。

 仇で、杷皮硝い毛のをフ／lているという、あの
尺さばエ刷こ私、見に行フて回ってニヒぐに、ほんとに紀

度の高いのはげんφ少ししかないんて“で。それヒ岡じこ

とが電球や電池にも起こつτ二んでしょうね、材料バ材料

でしょう。

だ1・ら、人間でい、1ポう柿に払がよれフllと

いうのは、青は一これはつけ足しにはるけど台一人
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間の生活の犯盤ヒいうのが杵串にジグザフ“ぢんですね。

い表は本俸同ビいに1よ1τ1でしょ㌧すごから寿命並び
ろはでですわり

辻要するト、潜水指、に行地昨引1閃勘咋つτ1に
しても、統計学の／川間趨といフていいヵ・ど’うヵ・、そ

の虹は問題でし末うけれビ毛、余するに兇在いわれてい
る一

謔､ば「教理杭声学」というのは、い圭の光生ナの妨

めらけ統計学、柵中㍑外1いでしょうヵ・、
宋寮あれは、まにそれまて“舳・1†1。

止．っ求つ、第何回目ドつ†1かよくわか／はセんバ、そ

のころの統計学会の万句という州本数理関イ禾ピ．！います

ヵ・、いまめような、そういう研究と公く遂つけ句で掌

ノ公がブれてい丁二んですか。

宋藤 8本続計学会に会員として丈ぜ’い人フてざアニのは、

で1と灯す。敏理研元所ナよどがでさてがら。

主し いっゴろに打つまずか。

宋藤靴麦でしいれ。あるいは戦前にして毛情勢が悪
く巾ってからか屯しれません。私なども広島で推計学の．

発起人の、稚会があるからカロ入してくれヒいうこヒでし
にカぐ、日本競計学会の評議員をしてまし丁：からね、失礼

し支しτこ。

辻  それ．は、そういう方々の間から上一バフた声；ナよんです

力＼。

朱限 上クフτ二ん。でしょうれ。

tあまり時間岬＜1よ・てIさましτ・けとガいままズ
ずフとみ話伺フて、先生方が掌公を始められτ（ころ、 そ

れから同学に、日一本のいまびよ。う打．生計貧、あるいは家
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計調査の妨めら牝τ干最初のころですね。そのこう介二と

と思い浮かべられて、特に二ういう支は稼調してあ・プτ（

いという二とバあ・あリでしょうヵ・。大正ハ木から昭和の

初めのころにかげて⑦学会の、あるいは研充の諸でもい
いし、ま仁調査の内春に触れる毛ので老いいんですけ’ど
も。

宋藤 ぼ（ももうちい と、いいう材料で毛出しと．け
ばよがブトんだけど。

也先一 ｶバ歳計学を専次せれるようになつすこあザうは、

歴史的に見るヒ、いわばそういう意味での調査諭がらの

！つの一区切！／といいますか・そん膿・うにもなるんビや

十よいがと思わぬでもないんですバね。戟荊の調査の生計

愛、家計責に関しては一応の完成期であると同時に、ま

τ二新ドけ内プけハ時期でうあフす1という、いに孝之て

もいいかもしれまセんね。

ネ絡 そうですね。私は何かに書いているけど、尺正年
間は厳計調査の、欠に躍進1呼付たっτこヒいう．；、うに思え

るわけゼす。世界的な関連し去持・て調査を進ノあて亭ブこ。

沢正9年以後、国勢調査から泉計調査まであるでしょう。
主し 労働耗討とか、いわ中る生活調査のよう†よものL、あ

るいは家計調査のようい州先て／る帯期でしτ1ね、

た正ヒいうときに。その前は生産競計バ全国的に。それ
がらいよのようは形になって、文正から昭1知にかける呼

期というのは・いまの朱訂、生計、未熟．ながらも一応の

形のでざる時期ですわね。

1さから、そザ引・l1打1ま先生が姉学を志沐て・
そレでいわゆる学問諭というか、てういう、いうな本賃的

ナよ問題に絞れるヒ同時に、突隊の拍数はんかの作成にい
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ろんな定言を†れτこ時期であるわけですげど毛、たこく

／かけますと、いまめ理論的1バの、それダザ定牒の隷訂
調査との梼融、それを亙じ’て先生が特に感じられ†ことヵ＼

あるいけこういう点、1が特にここでみんなにい。、てあ・汀こ

い、という、／・ゲよことがあ1パ／でしょうか。

栄一張いズすね、むしろ、そ勿俊の方に転換期カ唯こ
るんく“すね。

 それゼ、雑言†が定質的汀効果をLげてぎてこのバ、戦後

だといわナよければげらね。標本論バー農作物にっいて

のことぐらいrハ・これは夫ま1τ1場所に大よフ仁月目粁
と粒すという形で、非常に計算可’能ですけれど毛、社会

全体の問題は志く調査し、かフ天童な標本を求勿体クや

ならぬというこヒになフてぎますので、社会階層の構造
というものをよ＜注意しナよいヒ、†1と之は生計貴にして

も一階厚が産1うというのは、生計責の場冶＼所寄を碁率

にしていますから、所得階層が非帯に変わフてくれば、

イ可を足とすベウヵ・という二と1が一升支的には断言でウない

わけて“す。それを生4・ブはきゃびらぬという、ξ、で1よ、非

帯に着目マれτ1のバ所1号階層列の生言†童↑ご1て1というご

ピごフτこんですね。

 それと同じように、’今日で1よ中来集権1的打ネ左余生活じ

ゃぢく一な。す二んでいすね。地オか権的という州、・旭方自

活倖にすべて地盤乞置いて生活を税創するようになフτ（

んで“すね。 この、色が統計0）調査をする場合に舌†介考慮

ざ札でいかいぺよら松バ、まτごまτごそういう、剛こお・い

ては、全国的は家計調査も百何十の都■市とかいう上うに

ふ之で亨ていまして毛、中フ州都市中心で寸からね。
仁’から、イ町となくま†ご地方的色彩克尻揮するに足らすよい
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もめバあると腎う。

 そうすれば、‘らようど物イ西摘敏で日飲ヵぐ束芥を中心に

摘敏をつくフて、刈に地方を生かして全国住乞見る、あ

るいは向けうに生活め地方的色彩£明らがにするすこめ

には犯すのデータをうまく利用する、そういう調査バ非

常に共事すよんじゃ汀いですか。農作物だとは、これは上

地一の地質をよく孝之れば税rバでさよすけども、そうてい

㌣いネ上会生活というもの皇標本の選定にあ・いて、ビうし

ても心耀的分野バ稼く忠ますわね。

 最丘、いろ㍑よ秤市I計画に対する調査φような毛めを
無作為q．秤本調査て“行フに／／レて毛I、私も引さ牟丁れτこ

サギるん1いすよ。どうして私に打こるのか、不思議なん’
て’ s。 ランダムでセレクトしまし†二、というてさますけ

ビ、土榊千圭枇非離するよう汀ことしヵ・着けず正くなっ

ちゃうかう困るんですがね。

 こういう点、ヵくよτご未熟でしょうね。全国杜は非1．菅に高

いけど、犯方的色彩一といって、犯方をあま／ノ高めま

すと、これは個人と同じ’ように全体のモのがい之げくな

ってくる。いいう毛のカぐ、調査にあ・いて異質／性をい小
に処程するかということを、もっと葎計調査の際にも着

目する火等があると一 vう口

比いよ、こういうお帝伺フているんですけど、その京
の時イヤ、わ札われの前の時代の二とにっいては特に何が

あ！1ませんか。こんはことバあクす二んグけれども、こん

十にとをちょフと記惰してみけ、というような二と刈
りまし．r二ら。

宗藤 ど牝と耳又’）上げていいのが、ちょプとわからぬけ

ども、青の時代と非常に皇うのは、紬訂への理解バ、あ
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る時代美では非常に一姫社公に尊重ぐい土ていまし1こ。

「耗訂バもれいう・という、）・うに・ある崎代あ1τ㍉

最並は、徒計の信頼度バ非常に危ういといわれろような

面が幻ポ1ようすよ冬グしよす。
 そういう意味ズはやフば’1も。と寸分、」に1・く調査

了“あれば前にい1プ1ように地についた徒訂調査をする・一

理論にしてり、やフば／／犀定句意味が虫てくるようす影

粛的把握をしす8いといけすよいんし’や材いかと思うんです・

 それ力・ら毛う／．つは、競計学雑読にして毛、アメリカ

の「アゾ三／エージョンユ、イキ’’／スの 「ローヤ1レ・ソサェ、

テ／．．一・の毛のにして毛、列に散理稼訂の部門が打ごて’

し末う、全然別個にかが札るようすよ。あ牝玖未学合の傾

向力ぐ、校訂をヤブとるのか、教学麦やワヒる”かわから

佃、そういう非常に憂うべく問題が一これは争奇11丁ご

η・｝てくるのか、青と珪グー・。叙学の叙弍充いるい

ラ原閉していってや、何を説明してるのかわヵ・らぬ場合

力寸あるんですね。叙学の演習するすよら判ゼす。

 それグ㌻1プロバビりティーすよ÷別です。 それから計

量葎肴掌も同様。

 私は産尺の尺学隊Iで討童粒済学も兼ねての程清稼訂掌

め講義乞していまし丁こが、 F， Rαoと尺、 L．H1リeh

夫著「A冊11・一石・・舳・tH…（／1ク／年）き便111げ

が。．あれガ私には注目すべく名ハに思わ札仁。応田で’ぐ
十5い一 �[やいけアよいしいうんて“、中っぱり基本相こいえ

げ、／．1かにこの社会乏理解して数値εフく．るか、という

ニヒに帰岩↑るんビやナよいかと思うんです，

土教掌と綾計学い閃係いフち！けセとく、あるい
は区別をけバ／ドすという二とですへ
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宋薩ヘタをやると数学万能にポ恥う。それは、方
法請rの蝉林る手段に季冬咳育してしま．う。 これけR．！へ．フ

ィッンピの研究が「統計学は本質剛1応用牧学の一部
門い・といゲヒ左、一番最初の本で幸いているんて’
すよ。

 rこがら、’数学をやフてる升r二いなんです。

 それ乞いがに社会科学に取！1入れても、その・人め立場

によつηま数学演習をやフてしまうことにけよる、もフ

とも、と人間に生プい右1ものを一しかし、数学は正ブ
カ・ぬかというτ二ら、たllト逝二、ブいてるわけですけれど毛。

 一般論丁ごけではいいカ灯こい！つめ敏理偏重、いいヵ・之

ればカント。哲学の自悉粁学と攻学バ最南の基礎ゴけぐ

あると、これ基礎ザけろのバ学問の本義であ一るという

ように孝之τ（毛のに、うフかつして入らんと毛限らぬの
て’す。

近いいう青味では、先生れ最初の校訂学識か
け1帰期の考えに、い／度帰参二必要バあるのがろしれ
ませんね。

宋藤 もフ羊批判的にね。そめまま帰っ†二らいけよゼん

から松。いいものヂあ札ば取り入れて、竜ワヒ反省して

もらうと。

 耗計休ネェ会に一興味茎粁仁れナよくなっτ二らしよいですよ、

糾徒訂をフくフて毛。・役所で毛徒計調査しτ1もれ自
分のチてい握一・とって研兇←て・ネむ会一般の人にわからぬ

形で研充を灯で’いう。あれガいけ1よいん丁こね。もう

ちょフ と平明に’叡値をつカ＼ましてみて・朴んなが得心の

いくよゲ岬にする。
 羊れは竹バぢいことは仕方ガザ～いん1いすよ・剛ぱ
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大型の電算桟でもってすべて人理してし弐うヒ。その中

で、一都どうこうヒいうこヒはで’ぐないがられ。てのか

わり、通．麦にもあバ1ように琶算郎一部にミ又芝犯し
ブこときに、チエ7グするもの力ぐないんでTわ。まτこ電算

機でチュッ7しいやいぬ。†こがら、桟即確実妥当
一任乞信頼し†よいで検査するということにはる÷で・何が

本体がわからぬようになるんごすね。

 これ1よ定業界にはそういう点、よくあるんで’T1苅に、

ぢぜ’プP／ぐビリティーに重点、ぎ置いていろいろやフて、

信用ε矢。てこ々・というと、予測で↑ね、政府（調査並び’

に葎清て’も同じです1・ら。尺㍗食紅で電算橡でヤブて

子測乞立てて、しペフ、どう柱るというような計算をしブ・

ら・コトンと外れち一や1下・枇バ修惟し号やつllとい

うのがあるんですね。電算機買うて倒産しτ二と。c笑）

カニ 買わなんrごらイ到庫しなかフ丁こと。

宋藤。 買わなければならびかフ丁こでしょう。少しのろい

ク・ら、也φ中もっと見丁ニスしょう。

 亀算卸高度の佳御・らい一1τ1ら、時間をllがに短絡
して見てるかという二となんです、行来を。

 だから、いま人間の寿命、Z、世私の、2000年”、後勿問

題盛ん’に問題にするけど、ぼ＜はいつが、わウで’ちょフ

と請じ十1こと刈る。

 200◎年人後のノ寿命はいうてくれても、私」ら、どうヤブ

仁ら刀。o牟のところへ生～られるの～それまで寿命が
娃びるのヵ・、延びない／）†5ら勇、担はつ一力・／／色文句いうて。

っ秦つ、2000何年かのと享には年寄／）ブけいるんでしょ

う。高蓄宇社倉｛こなフ†二ら、わずか3∵人でノ人ε見えな与

ぬというようなとざバ米る・というんでしょう。来ぬよう
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にぢるのガ辛定ビや一ブ5いですヵ・。帖らセはきゃうそです

わね。 3、くで1人を負担するよ’うげことて“は、何べに毛で’

さτよく格るわけですわ。ぞういうようなことを干汽で主

張する州、打1私は電算残πかげでいうん！い、㌣ない

1・という式ボする、プロバビりテト計算というい竹
。て。

 高・齢化祉会、あれは毛っと実直に孝之牝はキ少者、色

素君・1ま／／／5歳1未商の手少者と！城一1峨㍍いい
ボーそ⑦上の者とφ此卒関係で問題にびるんだと。上
は減るんていす、 ’rゴん丁三’んヌGんでいくん・です。 あるとこう

い化に1よいか汀い・ところバ年少者が、はんのわず’か

れころの君ヵ峨フて㍍るでしょう。夜家族てい、子供
｛めんどう児τ二ぐけいが．ら／人手バいい、／人に毛豆し

ないよう何十侠色づくっているんビす、一般的には。

 フまリ、／人とイぴしで千々バい・†1ら、人P拭うの

1こ爽よフてますわね。親汀んがバ2一人及に、子供が／人

と午し’や欠きくならぬでしょう。それが生産年齢に追ん・

でいくんブごグら、

 外国力・らフニ（さんの人と取っ午でて生庫活動ぐセると

いう二とにびれば、老人をみるよl／も、もフと負担バか

かつますよ。相首は設備をしなきゃ格らぬ。I欧州て“国フ

とるズレう。労働ブフがないク・ら、いうんな人を他国か

ら雇。て入れtこバ、後ゼノ処理に困フてみる。

 まだ国内†よい互い岬司節して、不景気・1ハそんに対

応するように←1）ますけど毛、よそ勿人き保津しとるん

†ご力・ら、それに丘応すろい汀作業をしやしませんヵ・ら
ね。

 τこτご門題1よ、中・げり人口調査め稚果で毛、打情にい
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い絃果ガ発表これでお1りますけれど七、平フiポ）そうい

うものの尺郁、は1ガ〕肴矢口らしてやるといラこヒも
必等ですね。国勢調査で’毛核家綱、／・えていく二とき報

告してますよね。核家族となればどケいう稲果やヒいう

ことを、ビうもみいよに員揮をがけるからいが机ある
いは高年齢杜会になるとみんなヵぐ昔1歩す名で、というと

’ころドけ強調して、何年先には非常に老化社会にげフて

くるということやバ・ドれ力ぐ老化祉会にすよるということ

一を断言するパ・・．どれわからぬの七万1帆叙学上一は

わ力い〕ま↑よ。 それ†よら、七フと一双清議［こびるけど

一服看丁い方へ、それρ・ら分日休膏所の問題ね、
これは人口星械ら・す／つの手段丁三と。保官所に何人も預

けrlけ変でいすわ。†こがら、弄侠のめんどうきず㌧げ

られぬから／呆膏巾こ嫁しといていける。ということは、

もうけrこ全バ浮いてるようにとられるんてすがわ、それ

じゃ一これは一制1発表する竜の丁さがザ∴（笑）

 そういうよれビニろ芝一々孝之るピもうちいと
統計が一般の人に理解ぐれるよクにイ史う。τ二と芝ば夏の

消費者・物価宿叙で’毛、季節付の閃愚というのを解法しば

いで、物価が上が‘フすご、下が㌧仁、と、ようけいうでし

ょう、それで下が。τ二ら安・心して。それは野菜バ窒畠1こ

ムるようにびっτことか・そん～こ期そ干しとっ↑こら一市

の中央市場には上るでしょう。ところが田舎におっ仁ら、

農家であれば’何ばで’毛野釆と牝るけど’・われわれ（交野暮

買あ・うと，堅フて毛、†よかながそう買えるいじヤ打い。

 tごり・ら、ハい1ア1ところが哨責生紬場合の空言†挿

紋の住成並びに不満等に対して、定隊的1よ内券が揮いと

いうニヒバいえ榊るブ！lうん’そういう．点で・物価楕数
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を作成する場合で毛、標本産定の上で工夫乞しなきゃい

カ＼加のレ’や斥いカ＼と。

 仏ガら、外国製．易・バ合まれてるがら外的影響で杓

佃バ」二がるのは当然↑ごと。史1よ二重佃椅例の問是塾ですわ

ね・祥局は。外国の価格と1ヨ本の価格と同じ’ところ・で’入

れこ、片っばが上がればこフちは抑之られる、 こフちバ

L．ボれば外国への輸出がで“さぬ、斌んでいうような二と

をいうてるtこけビや・貿易均衡政策の不満一ξいフてるよ

ゲよ一一一・’・

t一とう毛あ∫／バとう．二ずいまし†二。、ま㍍・伺いしア1い

ニヒバあるん㍍’げと毛、一応さポう0制よ打ちカらし
ていτ二丁ごごます。
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